
C －67　 被服構成技 術指導に関する研 究（ 第３報）

一白 石式 早縫法 に於け る針目 につい て一

聖 カタリナ女短 大　　 白石　方子

1. 第 １報は大学紀要に，第 ２報は中国四 国 家 政 学

会,  1969年５月24 日25ロに，早縫法 の一部 として 発表し

たものに続 く研究で，何故に ，これ でよい のか とまで駄

目おし の上 ，めまぐるしい 世の中に科学的 検討 の必要を

感じ，伝統 を失 うこ とな く，針 目と，縫製 法の単純化 を

考 究する。

2. 短 大生 ，婦人会 ，各種 学校 に縫製 法と針 目の調査

をした結果 この方 法は見あたらず よい方 法と信じ ，短 大

２年 生に実験した。現在手 近な裁縫書 と，仕立屋に相違

点 を見出し検討 した。

3. 時間の関係上 ，合袖縫製上 の針目につい てのみ限

定 した。

遅速を生じ る運針め巧拙の影響をこの方法で或程度補

い 得たこ と，時間の短縮を見出したこ と，左右袖 の誤 り

のない こ との点などは単純化 ，科学化 を個人技術に終ら

せたくない普遍的 なもの として役立ち，学校，家庭，仕

立業者 の間に活用され る価値あ るものとし得たな らと意

を強 くし，今後身頃から全体的なま とめをして続ける研

究 としたい。


